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に
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以
上
の
三
火
特
色
は
他
の
淸
凉
飮
料
水
に
は
あ

b
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歐

洲

平

和

の

根

本

義

(

下)

占

部

百

太

郧

中
改
造
の
原
理 

八

獨
逸
を
し
て
典
小
歐
同
W

の企
！
！

を
拋
棄
せ
し
め
、
 

3i
■配
下
の
諸
國
K

を
解
放
せ
し
め
た
丈
け
で
は
*
未
だ 

艰
合
國
仙
の
目
的
は
其
一
半
が
達
せ
ら
れ
た
に
過
ぎ
な 

い
。
彼
等
の
前
途
に
は
他
に一

個
或
點
.に
於
て
は
以
上 

ょ
6

も
却
て
岡
肆
な
る
寧
業
が
横
つ
て
居
る
。
i

云
ふ 

の
は
:!
1

事
業
た
る
や
、
獅
澳
侧
も
聯
合
侧
も
均
し
く
從 

來
の
見
解
を
一
變
し
て
褂
ら
ね
ば
其
H

的
を
達
す
る
こ 

ど
が
出
來
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

節

叶

盤

(

一
二
七
七)

雜

錄

欧

洲
.平
和
の
•极
木
餓

ビ
ス
マ
I

ク
が
、
歐
羅
巴
の
§

政
局
を
ば
一
八
一 

五
尔
維
納
公
會
の
條
約
に
依
て
支
配
し
ゃ
ぅ
ど
云
ふ
姒 

想
を
排
疖
し
て
，
之
に
'
代
る
に
武
カ
の
圓
體
を
»
礎
と 

し
た
る
#

©

士
的
制
度
を
以
て
し
た
こ
と
は
、
旣
に
前 

I

^

に
述
べ
た
所
で
ぁ
る
。
»

し
他
の
諸
國
K

に
し
て
、 

多
少
羽
己
的
な
る
國
说
主
義
に
化
ぶ
れ
る
こ
ビ
な
く
、

I

隨
て
國
際
政
^
に
於
け
る
法
排
の
威
カ
の
絕
對
に
货
大 

一
な
る
こ
i

を
問
却
し
な
か
つ
た
な
ら
ば
、
ビ
ス
マ
ー
ク 

I

の
政
策
も
施
こ
す
こV

が
出
來
な
か
つ
た
で
わ
ら
ぅ
。

一
夫
れ
で
*1

通

が

生

犯

客

で

ぁ

，る
>

」

し
て
も
有

ゅ

る

他

の 

I

11

民
も
亦
夫
れ
、̂
-

罪
を
分
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

I

國
際
政
周
に
於
.て
.
法
#

-0

威
カ
を
維
持
す
る
こ
ビ
を 

ァ
過
っ
た
結
娘
は
顯
蕺
な
る
も
の
が
ぁ
る
。
世
界
は
數
多 

の
同
盟
、
協
商
に
分
立
し
て
、
各
國
阿
れ
も
自
家
の
利 

益
を
趁
ふ
こ
ど
に
汲
々
ビ
し
て
思
る
。
赘
济
的
で
利
己 

的
で
殘g

な
國
も
心
れ
ば
、
雪

的

で

■

で
約
衆
を 

守
^
'
#
li
.
の
、El
l±
i

を
尊
重
す
る
國
も
ぁ
ら
ぅo

M

I:
^
と

何
れ
の
國
も
自
分
启
ら
が
自
家
の
行
爲
自
家
の
義
務
の

.笫
九
號 

七
3
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雜錄歐洲平和

0

极
本
義

w

. i

裁
ゃ
官
で
あ
る

o

是
等
の
國
を
檢
！
す
る
法
律
ヾ
し 

云
ふ
も

の
は
認
め
ら
れ
.ず

し

て

、
自
分
が

.
即

ち

自

分.の 

法
雜
で
あ
る
0 

.故
に
謂
ゆ
る
國
際
法
は
國
家
の
猶
利
及
- 

び
自
由
を
保
謎
し
な
い
か
ら
、
諸
の
國
家
は
恰
も
法
律
. 

の
保
譴
外
に
生
活
す
る
個
人
の
^

く
、
各
自
自
家
の
安 

全
を
求
め
ね
ば
な
、ら
な
い
。
是
れ
即
ち
實
際
自
國
の
武 

備
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
；伞
和
的
な
即
ち
謂
ゆ
る「

飽
：\ 

•&

足
つ
た」

_

家
は
、
敵
國
に
ょ
つ
て
自
家
の
獨
立
を 

S

せ
ら
れ
な
い
程
度
に
於
て
軍
備
を
す
れ
ば
、.
貪
婪 

に
し
て
觎
心
を
极
藏
す
る
國
家
は
、
其
の
.欲
す
る
所
の\ 

も
の
*

く
は
當
然
之
を
獲
る
權
利
あ
^N

マ

J

す
る
所
の
も

| 

の
を
ば
、
結
局
武
力
に
訴
へ
て
獲
得
.せ
し
む
が
爲
频
り 

.;
!
:
■ャ「

侃
を
.̂

へ
や
ぅ
^

努
む
る
。
^

く
て
11
]
:
界
に
|>
|

狼
.j 

の

如

き

國

家

が

稆

す

る

と

、
直

ち

に

®:
備

の

競

银

が

始 

ま
る
の
で
軋
る
'0

野
心
あ
る
國
家
が
祺
備
を
擴
張
し
始
. 

む
れ
ば
、
其
隣
强
扒
之
に
倣
ふ
。
す
る
、匕一

方
は
其
く
敵 

か
ら
驅
け
拔
け
る
希
M

か
ら
、
今

j

層
軍
備
を
*
張

_ 

. 

第
九
號
;■

七
四•

.

&

、_
人
随
的
'
に
も
物
質
的
|;
.も
1
:國
民
の
全
資
源
を
舉 

げ
てg

#

の
自
的
の
爲
は
組
織
す
る
迄
に
至
ら
な
い
限 

々
は
、
競
爭
の
行
.止
办
は
な
い
譯
で
ぁ
る
。
加
之
、
舉 

等
競
爭
諸
國
が
各
自
の
資
擔
を
輕
減
せ
む
が
爲
、.
又
は 

故
擊
の
爲
に
.
せ
ょ
.
、
防
衞
の
潙
に
せ
ょ
、
其
0

的
を
達 

、
す
る
こ
^

を
有Q

I

に
す
る
爲
"
大
體
に
於
て
利
害
の
一 

致
す
る
他
の
諸
國
ミ
軍
事
的
同
姐
を
組
織
す
る
こV」

に 

な
る
。併
し
赴
れ
は
事
局
を
益
-

重
大
な
ら
し
む
'る
に
過 

ぎ
な
い
の
で
ぁ
る
。'

1

方
の
同
盟
の
.武
力
全
體
が
他
方 

の
同
盟
の
武
力
の
總
計
に
匹
敵
し
、

一
方
が
®

■
を
櫥 

張
す
れ
ば
、
他
も
之
に
傚
ひ
て
"
復
れ
又
櫥
張
の
限 

界
に
達
す
る
に
至
る
。
結
局
必
至
の
勢
ど
し
て
、
世
界 

即

ち

瑀

備

競

爭11內
の
世
界
は
、
双
方
^
も
充
分
の
武 

備
を
整
へ
"
.
何
時
た
り
ビ
も
開
戰
の
準
備
わ
る
雨
々
和 

對
し
れ
大
仕
掛
の
陣
營
に
分
立
さ
れ
る
。
仍
て
敵
侧
ょ 

b

も
武
力
强
大
な
り
i

の
.
自
信
ぁ
令
方
で
,-

，
反
對
諸
.國 

の
武
カ
を
粉
幾
し
永
久
に
.軍

事

的

優.越
.の
地
步
を
確
保 

.

し
'
て
以
.て
、
此
の
«

ゅ
可
ら
ざ
る»

備
齋
張
.の
呰
境
を
：

す
る
。
隣
强

•

で
ば

.

必
然
之
に
對
應
す
る
こ
ビ
に
な
る
か

免
れ
む
ビ
圖
る
に
¥

;
る
可
き
こ
ビ
は
、
單
に
時
の
^

道
. 

で
あ
る
此
の
如
く
^

て
览
っ
た
戰
爭
は
、
其
目
的
に
限 

.[
)

が
な
い
。
否
、
武
力
の
强
い
侧
が
始
め
た
戰
#

は
、
 

自
to

の
射
滅
を
以
て
目
的
ビ
す
る
。
.何
ど
な
れ
f
、
此 

.0

府
ゆ
る
«

抗
の
中
心
®

を
滅
ぼ
し
て
こ
、そ
、
-
始
め
て 

7k

久
の
屯
和
が
確
保
さ
る
、
か
ら
で
あ
る
。
.

以
上
の
如
き
局
而
は
、
宗
敎
戰
爭
が
甚
督
敎
國
の
銃 

一
を
破
壤
し
れ
以
後
、
苒
三
，；冉
四
發
生
し
た
。
其
れ
で 

若
し
聯
合
识
か
此
皮
の
職
^

に
於
て
普
.#
士
を
擊
破
る 

こ
i

以
上
に
努
め
な
か
つ
た
な
ら
ば
、
必
然
此
の
如
き 

扃
而
が
«

び
發
生
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
然
ら
ば
如
可
な
る
，
 

方
略
を
採
れ
ば
好
い
か
ビ
灵
ふ
.
に
、
唯
だ
ー
個
の
方
搭 

、
が

あ

る

。
其

れ

は

即

ち

.

.广
八
一
五
年
か
ら
ビ
ス
マ
ー
ク 

の
时
化
寧
不
完
全
な
が
ら
歐
州
に
行
は
れ
て
居
た
方 

略
で
あ
る
。
詳
に
言
へ
ば
、
國
法
ょ
b

も
優
越
な
も
の 

ビ
認
め
ら
れ
て
、
有
ゆ
る
文
明
國
が
之
を
遵
奉
す
る
ば 

か
り
で
な
く
、
又
之
が
»
行
を
誓
っ
た
る
國
際
法
の
設 

定

で

あ

る

。
.：
國

際

政

局

の

狀

態

M

恰
も
草
創
時
代
に
於
，

—

銷

十

涵(

こ一

七
九)

雜

錄
歐
洲
平
和
の
极
本
魏

V

る
避
米
利
加
西
部
餓
州
の
如
き
新
し
い
1|
:
'#
の
狀
態 

に
似
て
居
る
。
此
の
如
き
顧
祉
會
で
は
別
忙
定
つ
た
法 

律
ビ
て
な
い
か
ら
、
各
個
人
自
ら
が
各
自
の
權
利
蕺
務 

の
判
官
で
あ
る
の
で
、2

1

分
の
安
全
i

自
分
の
權
利
の 

I

防
衛
は
、
單
に
自
家
の
武
備
と
其
武
力
を
用
る
決
心
.に 

依
賴
ず
る
の
外
な
い
の
で
あ
る
。
此
の
如
き
事
態
で
は 

啻
だ
私
鬪
が
絕
へ
な
い
ば
か
り
か
、
何
等
秩
序
あ
る
®
 

\

會
的
進
步
も
協
同
も
期
す
る
こ
ビ
が
出
來
な
い
。
ih

會 

\

が
此
の
無
政
府
の
狀
態
か
ら
脱
炉
れ
た
の
は
、
個
人
の 

I

權
利
.
.及
.び
義
務
を
規
定
し
た
る
民
法
を
公
布
し
、
'裁
判 

\

所
や
警
察
官
を
用
び
て
、
法
律
に
依
て
保
障
さ
れ
た
る 

一
自
曲
ど
疋
理V

J

を
强
遨
乃
至
利
己
主
義
者
に
對
し
て
保 

\

議
す
る
に
.
至
づ
たV」

き
か
ら
で
6

る
。
國
際
政
苟
に
於 

て
も
全
く
之V

J

同
樣
で
あ
る
。
各
國
家
が
銘
々
無
秩
嗲 

な
る
社
會
に
於
げ
る
個
人
の
如
く
振
舞
ふ
限
A

は
、
谷 

•

自
が
其
權
利
な
り
i

信
ず
る
所
の
も
の
を
防
衛
せ
む
：
 ̂

爲
、.

絕
.
へ
す
互
に
殺
戮
を
事
^

す
る
で
あ
ら
ぅ
。
爾
し 

て
是
等
の
.國
家
が
上
記
の
個
人
ビ
均
し
く
，
法
#

を
定

第
九
號 

七
茧
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め
て
萬
國
に
對
す
る
疋
理
を
確
保
し
、
自
炉
ら
之
を
遵 

-舉
す
る
の
み
な
ら
す
、
犯
さ
ひ
と
す
る
者
を
し
て
之
に 

菔

從

せ

し

む

珂

く

强

制

す

な

：こ

と

に

I

致
す
る
ま
で
、

. 

此
の
狀
態
は
休
止
せ
ぬ
で
あ
ら
う
。

九

1

寸
考
る
と
、
地
球
上
の
諸
國
民
が
好
む
で】

個
の 

-

世

界

的

國

家

に

結

合

，
.る

、
迄

、
，
世

界

を

支

配

す

る

.法 

#

V

J
云
ふ
も
の
は
出
來
な
い
や
う
に
見
ゆ
る
。
成
る
程 

各
人
が
人
類
全
體
を
支
配
す
る
法
律
に
對
し
て
ょ
り
も 

.先
づ
自
國
の
法
律
を
遵
舉
す
る

2

を
誓
約
す
る
限
り
、
 

，適
當
に
世
界
的
法
律
は
行
は
れ
な
い
で
あ
ら
う
。
何

V
J

 

な
れ
は
、
此
ff

の
法
律
は
武
力
に
訴
へ
て
一
社

會
に
之 

を
行
は
む
ど
す
る
の
で
は
な
く
し
て
、
響
察
力
に
依
て 

各
個
人
に
强
制
す
る
の
力
あ
る
迄
、
而
し
て
各
人
が
其 

仳
界
的
國
家
に
對
し
て
忠
順
を
誓
ふ
ま
で
は
、
眞
實
有 

效
で
な
い
，か
ら
で
6-

る
。
世
界
的
國
家
の
出
現
は
前
途 

逾
遠
で
あ
る
、
ど
云
ふ
の
は
？
.泄
界
が
现
に
普
魯
士
人 

の
企
て
れ
ゃ
ぅ
に
武
カ
に
依
て
獨
裁
君
主
の
下
に
統
<-
-
+

第
九
號 

七
六

さ
る
、
か
、
然
ら
.ざ
れ
ば
"

民
衆
政
治
i

文
明
^

が
大
. 

に
傅
播
せ
ら
れ
て
、
其
決
議
に
對
し
て
最
も
文
明
の
通 

步
し
れ
る
諸
國
民
が
«
重
し
服
從
す
る
が
如
き
一
大
世 

界
的
國
會
の
組
織
せ
ら
る
>に
至
る
を
待
た
ね
ば
な
ら 

ぬ
.
か
ら
で
あ
る
◊

併
し
此
の
.免
.き
日
■
の
到
來
す
る
迄
、1 

i/

ら
く
大
ff
i

rK

進
步
を
以
て
足
れ
b

と
す
る
こ
.

y
j

が
出 

來
る
。
如
河
と
な
れ
ば
V

最
も
蜇
大
な
る
孽
柄
は
、
世 

界
的
國
會
若
く
は
世
界
的
政
府
の
設
立
で
は
な
く
し
て 

各
國
家
相
互
間
の
行
動
を
支
配
す
可
き
明
&

に
規
定
せ 

ら
れ
れ
る
1}
:

!

»
の
原
則
に
服
從
す
る
に
花
る
の
で
、
而 

し
て
此
の
如
き
原
則
の
確
立
は
各
國
谈
同
の
カ
に
依
て 

着
手
す
.
る
こV

J

が
出
來
る
か
ら
で
6

る
。
若
し
有
ゆ
る 

文
明
.國

が

進

む

で

國

民

の

极

本

的

權

利

を

規

定

し

て

谷 

種
の
倐
約
內
に
之
を
具
體
せ
し
め
、
il
l

:

の
變
遷
に
伴
ひ 

て
絕
へ
ず
是
等
條
約
を
修
正
せ
む
が
爲
會
商
し
、
而
し 

て
各
國
家
は
是
等
の
條
約
に
依
て
制
定
せ
ら
れ
た
る
法 

律
を
遵
奉
す
る
の
み
な
ら
中
、
：事
件
の
起
り
しV

J

き
、

先
っ
.國
際
會
祿
の
^

決

を

仰

が

す

し

て

武

カ

.に
訴
べ
て

此
法
雜
を
縣
謂
せ
むV

J

す
る
國
あ
ら
ば
、
之
に
反
對
し 

て
全
カ
を
1 |

す
可
き
こ
ビ
を
約
束
す
る

.

ビ
せ
ば
、
li
t

界 

戦
亂
の
禍
极
は
除
か
れ
て
、
新
ら
し
き
世
界
の
基
礎
は 

集

か
る
、
で
あ
ら
ぅ
。

今
茲
に
前
記
の
諸
國
民
を
支g

す
る
法
律
の
詳
細
を 

論
ず
る
こ
ん
一
は
b

不
可
能
で
ぁ
る
。
併
し
其
法
律
が
有 

效
に
E

て
に
.樂
し
て
自
*

と
疋
理
.ふ
を
確
保
す
る
も
の
. 

た
る
に
は
、
今
日
ま
で
#

在
し
來
.つ
ね
謂
ゆ
る
國
際
法 

な
る
も
の
ビ
全
然
別
物
で
あ
ら
，ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
明 

由
で
ぁ
る
。
從
來
の
國
際
法V

J

云
ふ
の
は
、
之
が
爲
戰 

#
を
惹
起
す
や
ぅ
な
患
な
き
題
目
を
取
扱
つ
た
も
の
に 

過
ぎ
な
い
。
即
ち
其
れ
は
個
人
の
權
利V

J

か
？
外
交
官 

の
禮
遇
ビ
か
"

罪
人
引
渡
し
ど
か
、
戦
時
に
於
け
る
交 

戰
國
及
び
中
立
國
め
權
利
義
務
ど
が
に
關
し
た
る
取
り 

極
め
に
過
ぎ
な
い
で
、

仲
裁
諸
條
約
と
均
し
く
、
戰
爭 

の
M

因
と
な
り

主

題

ど

な

る

國

家

の

死

活

に

：關
す
る
利 

益

乃

至

名#

の
根
本
の
事
柄
は
肩
題
：外
に

'
措
.て
ぁ
る
0
. 

で
あ
る
か
ら
、
策
備
制
限
0

問
題
を
.議
•す
る
.爲
.召
#
せ

站

十

怨

(
I

 

二
八
.I)

 

0

錄
欧
洲
平
和
の
机
本
義

ら
れ
れ1

八
九
八
年
の
海
牙
平
和
儕
議
で
は
钤
々
然 

「

政
治
問
題」

-—

詳
言
す
れ
ば
、
之
を
保
«1

し
之
を
*
 

保
せ
む
が
爲
：
各
國
夫
れ
—

-
武
備
を
し
た
某
等
の
事
，
 

柄
は
»

議
を
禁
せ
.ら
れ
た
の
で
あ
る
。
銜
ぐ
て
第
ニ
岡 

一
梁
和
會
議
で
も
"

猶
逸
.
.の
要
求
に
依
て
、
遂
に
取
備
問
‘ 

題
の
討
傭
を
禁
せ
ら
れ
れ
。
故
に
國
際
法
を
何
等
か
實
- 

在
の
も
の
i

す
る
に
は
、
國
民
の
自
li
t

、
其
の「

彭
K
 

:

.

通
商
の
權
利
、
海
陸
交
通
の
自
li
l

"

典
他
古
來g

爭
の 

原
西
ビ
な
つ
た
有
ゆ
る
諸
他
の
離
柄
に
關
し
た
る
規
輿 

で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
國
際
法
て
ふ
言
葉
は
、
 

各
諦
盟
國
が
凡
て
有
ゅ
る
カ
に
訴
へ
て
之
が
_

行
を
臀
.

一
約
し
た
る
其
等
の
決
議
で
あ
る
解
釋
辻
&
れ
ね
ば
な 

|

ら
ぬ
。
過
去
に
於
け
る
禍
亂
の
半
ば
は
、
國
際
法
が
何
. 

れ

の

國

も

之

が

働

行

に

盡

.力

し

な

い

一

種

の

敬

®

な
る
. 

宣

言

以

上

に

岀

で

な

か

.づ

れ

事

實

に

*

因
し
た
の
で
あ

眞
の
國
際
法
*>
E

治
國
，

p
m
m
o
n
w
e
a
l
t
h

の
主
義
に 

基
い
て
立
て
ら
れ
ね
ば
，な

事

は

.
、
是
れ
亦
明
白
で
‘

第
.九
號
.
：
' 

セ
七
，



又!^^ -• 丄

笫
十
怨

.
a
i
l
A
I
O

雜

錄

歐

洲

平

和

.の
恨
本
餓

あ
る
。
即
ち
.其
.：の
.眞
意
は
國
際
競
報
に
關
す
る
.普
魯
士 

^

政
^

%

學
0

排
斥
で
あ
る
。
.
云
ふ
迄
も
な
く
、
.
法

律 

は
.圃
家
の
典
-じ
マ」
か
、
他
國
を
«
食
じ
て
自
國
を
膨
脹 

せ
し
む
る
等
の
^

に
»
し
て
规
定
す
る
こ
と
は
出
來
な 

い
。
其
の
目
的
は
即
ち
地
球
上
の
總
て
-0
A

民
に
對
し 

.
て
J H

理
と
自
由
i

均
等
の
機
.

#
ビ
を
保
'
_
す
る
こ
と
に 

花
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。、
例
へ
ば
、
此
法
律
は
：國
際
間
の 

保
障
の
下
に
國
境
を
定
め
て
、
有
ゆ
.る
文
明
國
の
自
由| 

.
を
保
譲
す
る
と
か
、
.叉
は
勿
論
各
國
共
に
自
國
の
產
業 

を
保
談
す
る
權
利
を
有
て
居
る
か
ら
其
れ
に
從
は
な
け
一

も
p

i

商

す

| 

條
約
に
準
據
し
て
贸
易
す
る
權
利
を
保
_

す
る
€

か
、
.

\ 

又
は
大
英
國
が
過
去
一
一
世
紀
間
.平

和

の

際

に

其

海

上

權

ノ
 

を
用
ひ
、
米
國
も
今
U

其
れ
を
守
つ
て
居
る
諸
原
理
を\ 

法
雜
に
編
成
し
て
、
海
上
0

自
_
を
保
護
す
る
と
か
是 

等
の
事
柄
を
規
定
せ
ね
ば
な
ら
.ぬ
。
此
法
#

ば
又
入
移
• 

K

の
權
利
と
、.
何
人
に
永
久
國
籍
を
許
可
す
べ
き
や
を

第
九
醜 

七
八

決
す
る
谷
國
家
0
:
權
利
ビ
を
調
和
せ
ね
ば
な
ら
2

0

此 

法
#

に
依
て
規
定
せ
ら
，れ
ね
ば
な
ら
ぬ
•

柄

は

他

にも 

澤
山
あ
る
が
、
未
開
國
の
政
治
を
如
何
に
す
ベ
き
や
ビ 

云
ふ
事
は
、
就
十
較
著
な
.る
も
の
で
あ
る
。

'

此
國
際
.法
の
目
的
は
又
.全
然
戰
爭
の
廢
II

:
に
存
せ
ね 

ば
-な
ら
ぬ
.
。
•
法
律
は
實
に
戰
爭
の
否
認
で
あ
る
。
法
の 

最
大
目
的
は
利
害
の

紛
#
或
は
銜
突
の
解
決
を
ば
武
力 

R

依
&

中
し
て
、
«

ら
正
義v

j

道
a

に
依
ら
し
め
、
以 

て
戰
爭
を
廢
出
す
る
に
在
る
。
國
際
的
行
動
を
支g

す 

る
正
理
.
の
原
則
を
規
定
し
、
而
し
て
世
界
の
新
狀
能
に 

適
用
ぜ
ら
る
ベ
き
法
#

が
强
者
侧
の
意
思
に
依
ら
ず
、 

專
&
道
理
ヾ」

公
道
に
、
遵
つ
て
行
は
る

，ベ
■き
實
行
平
段
が 

具
は
.、b
む
に
は
、
戰
爭
は
結
局
极
絕
せ
ら
る
、
で
あ
ら 

ぅ
。'
#*

へ
は
、
國

と

陲

と

の

戰
^-
は
永
久
に
避
く
可
ら 

ざ
る
.も

の

ど

假
定
し
て
、
之
.に
干
涉
或
は
妨
害
を
加
へ 

て

海

上

權
の
行
使
，を

制

限

し

、
以

•て

自

家

陸

_

を

容

易
 

な
ら
し
め
む
こ
ビ
を
@

的
ビ
す
る
海
h

の
自
*

に
對
す 

る
觸
逸
流

の

原

則

は

、
，
此
國
.際
法

の

承

認

せ

ぬ

所

で

あ

固

ょ

り

今

度

の

大

戰

終

結

後

に

方

つ

て

"
餘
り
多

，く 

を
期
待
す
べ
き
で
な
い
。
然
し
總
て
の
國
家
が
多
少
其 

の
主
權
を
制
限
せ
ら
れ
て
出
來
る
國
際
法
を
基
礎
ビ
し 

た
る
制
度
の
設
立
をm

i

的

V」

す
る
の
i

武
力
の
.均
衡

ら
.
フ
。.
海
.上
の
.自
^

は

陸

上

の

自

由

ミ

均

し

く

、

1

だ 

B

際
的
條
約
に
依
て
確
保
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
海
出 

の
自
*

も
陸
上
の
自
由
も
互
に
關
聯
b

て
離
る
ベ
ら
ざ 

る
：も
の
で
ぁ
る
。
0

際
法
は
又
交
戰
國
の
權
利
對
中
立 

國
權
利
に
關
す
る
煩
は
し
い
問
題
を
も
解
決
す
る
で
ぁ 

ら
ぅ
。
：左
す
れ
ば
、
逬
し
.

〗

國
民
が
國
際
法
を
破
棄
せ 

む
ビ
企
つ
るV」

き
、
有
ゆ
る
®
家
が一

致
協
力
し
て
該 

違
法
港
を
詰
*

す
る
の
義
務
を
食
ふ
こ
ヾ」

ゝ
な
つ
て
， 

中
.立
國
の
權
.利
は
存
在
し
な
く
な
る
。
即
ち
總
て
の
.
.國 

が
做
界
の
響
察
官
の
任
務
を
負
ふ
事
に
な
る
。
結
局
®
 

備

は

今

口

の

如

く

®
害

若

く

は

m

な
る
S

家
防
術
の
目 

的
の
爲
に
保
持
せ
ら
る
、
の
で
な
く
し
て
、
主
と
し
て 

總
て
の
國
民
の.

權
利
ビ
自
由
i

を
確
保
す
る
諸
々
の
國 

際

條

約

の

背

後

に

於

げ

，る
制
裁
カ
を
ば
、
如
何
に
野
心 

深
き
國
家>
と
雖
武
力
を
以
て
他
國
を
侵
^
す
る
の
機
會 

を
&

る
能
は̂

ら
し
む
る
程
度.'に

保

持

せ

ら

る

.
、

こ
ビ 

に

な
4

‘
0 .
 

-
 

•
 

:
 

’ 

.
：
：
 

.：

' 

J
.

o
'

パ.

铱

十

怨(

一
ニ
八1

0

雑

M 

.欧
洲
：平
如
の
根
本
親

.

に
基
い
た
從
來
の
國
際
制
度
の
復
歸
を
默
認
す
る
の
ビ 

は
、
其
間
に
非
常
.の
逕
庭
が
あ
る
。
前
者
は
大
國
段
間 

|

の
交
際
を
絕
へ
ず
親
密
に
S

き
、
,
0
て
人
事
に
對
し
て 

一
JH

理

の

適

用

を

滋

く

す

る

に

别

き

換

へ

、

後

者

..は

世

界

w

i
l ^

l

i

自
爾
2

に
1

際
1

の
威
ヵ 

.
に
對
す
る
基
礎
を
®
設
す
べ
き
は
注
意
に
値
す
る
事
で 

あ
る
。
何
ど
な
れ
ば
一
八

ー
五
年
-0

時
と
同
«

、
屯
和 

.の
箇
條
中
に
は
歐
羅
巴
の
傲
土
的
決
定
を
合
む
ベ
く
、

.此
決
定
の
遵
守
せ
ら
?>
-

s

限
り
は
國
民
的
自
r]
-
l
の
倮
障 

ビ
？

1
而
か
.も
有
ゆ
る
»

盟
國
は
此
決
定
を
遵
奉
し 

.

.
支
持
す
.
る
義
務
を
負
ふ
：
ベ
t

か
ら
で
あ
る
o

此
の
如
く
' 

し
て
"

國
说
的
自
_

が
：.ニ

度

條

約

に

依

て
*

保
さ
：る
い 

事
ビ
な
れ
ぱ
、
同
：

|

方

法

に

敗

て

他

の

國

際

的

M

利

を

第
t

 

.

七
九



第

十

卷(

一
二
八.四)

.，

雠

錄

歐

舉

和：

伙
根
象
：
 

取
极
ふ
事
も
ノ
左
し
て
難
し
く
な
い
で
あ
ら
ぅ
。

'

其

れ

故

に

重

な

る

文

明

諸

國

が

保

_

し
た
る
條
約
制 

度

の

設

立

ビ

、
隨

て?:
.ス
ク
ィ
ス
が
數
週
前
に
演
説
し 

た

る「

有
ゆ
る
文
明
國
の
本
等
權
の
原
則
を
確
保
：す
る
：
 

國
際
的
刺i

l
j

の

建

設

ビ

は

•
.吾

人

が

今

囘

戰

爭

の

終 

末
に
際
し
て
必
ず
：遂
行
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
戰
爭
其
れ
自
身 

ょ
り
も
却
て1

層
困
難
な
る
事
業
で
あ
る
。
此
の
如
き 

決
定
は
其
れ
自
身
即
ち
！

m

的
で
あ
る
が
、
同
^
に
獨
逸
' 

若
く
は
他
の
如
何
な
る
國
家
に
於
て
、
此
双
^
を
破
棄 

し
若
く
は
隣
國
人
の
自
曲
を
攻
擊
せ
む
ど
の
新
書
策
を 

防
遇
す
る
最
善
の
保
隙
で
あ
る
。
普
#
士
的
軍
國
主
義 

は
®
逸
人
自
身
に
し
て
始
め
て
之
を
絕
滅
せ
し
む
る
こ 

ビ
が
出
來
る
。
此
の
如
き
艰
國
主
義
は
羅
竟
、
國
家
'0 

0

ビ
人
種
的
自
負
心
i

ヽ

並
び
に
多
數
獨
逸
人
を
し 

て
爾
か
く
組
織
し0

%

か
ら
し
め
、
政
庥
の
何
ん
な
命
令 

に
も
爾
か
く
柔
順
な
ら
し
め
た
る
個
人
性
の
沒
却
ビ
に 

因
て
發
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
■
是
等
の
特
性
は
到
底
武
！
 

力
を
以
て
之
を
變
化
せ
し
む
る
こ
ど
は
出
來
な
い
0
.獨

饿
九
號
：

S

逸

人

は

即

ち

先£

來
の
：氣.風

をI

變
し
、
S

0

 

興
の
爲
配
家
等
办
幕
制
政
治
を
*

®

し
て
政
治
.を
0

か 

ら
行
ふ
底
の
男
氣
を
振
.作
せ
ね
ば
な
ら
ぬO

飜
つ
て
思 

ふ
に
"

獨
逸
人
が
其
目
的
を
達
す
る
a

の
消
失
し
た
ビ 

き
彼
等
が
立
脚
の
基
礎
は
忽
ち
.破
壞
せ
ら
る
、
で
あ
ら 

ぅ
。
世
界
证
服
の
，大
野
心
に
依
て
獲
た
所
の
も
0
.
は
、 

獨
逸
文
化K

u
l
t
u
r

 

V」

其
支g

者
階
級
の
約
束
の
全
然
‘ 

虛

装

に

し

て

.
、

幾

饪

萬

人

の

死

傷

V
J

、
(1
1

成
す
國
债V

J

 

文
明
世
界
の
呪
咀
ど
の
み
で
あ
つ
.て
、

此
の
如
き
窬

策

，
 

を
苒
び
す
る
機
會
の
絕
望
な
る
こ
ビ
は
、
彼
等
が
滕
伏 

し
利
用
し
た
®

民
の
自
由
を
囘
復
し
た
こV

J

が
充
分
に 

證
明
す
る
の
'
で
あ
る
。
然
も
尙
彼
等
自
身
の
國
K

的
自
：
 

由
は
戰
勝
潘
の
爲
剝
奪
さ
れ
す
、
却
て
國
際
法
の
下
に 

保
障
せ
ら
れ
て
あ
る
の
で
'、
獨
逸
人
が
自
分
を
翦
切
つ 

た
敎
義
の
不
疋
で
あ
づ
た
こ
と
に
肖
を
覺
ま
し
-

0

か 

ら
m

衆
主
義
の
^

^

を
潍
設
す
る
に
至
る
は
、
必
然
で

る
，

T

聯
含g
國
，

Q

任
務

L

i

l

i

!

故
に
菩
人
の
前
程
に
横
は
る
業
務
は
.極

め

て

重

大
.̂ 

ぁ
る
？
蒞
し
吾
人
が
自
由
ビ
永
續
的
平
和
の
兩
づ
な
が
. 

ら
確
保
し
れ
い
i

な
ら
ば
、
啻
だ
非
獨
逸
的
歐
羅
巴
を 

«

#
±

の

軍

事

的7 5
:

免
外
交
的
支
配
か
ら
解
放
す
る
の
一
 

み
な
ら
ず
、
世
界
の
有
ゆ
る
文
明
國
|

聯
合
侧
も
迎

| 

米

利

加

も

獨

逸

同

樣

^

—

は

典

の

傅

來

的

政

策

を

一

變 

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
聯
合
諸
國
は
今
度
の
戰
#
に
對
す
る 

總
て
の
寶
任
を
獅
逸
に
嫁
し
や
ぅ
と
す
る
。
成
る
程
重 

な
る
貴
任
の
獨
逸
に
歸
す
る
は
、
公
弗
な
る
人
の
疑
は 

な
い
所
で
ぁ
■
る
。
然
し
他
の
諸
强
わ
け
て
..西
歐
民
衆
政 

治
の
諸
國
も
亦
責
任
を
負
は
ね
ば
な
ら
ぬ
、V」

沄

ふ

の

| 

は
？
彼
等
が
公
權
の
思
想
i

條
約
の
偕
値
ど
を
餘
り
敬| 

IR

し
な
炉
つ
た
が
爲
"

«

逸
を
し
て
、
文
明
世
界
全
體\ 

の
武
力
的
抵
抗
を
必
然
招
く
こ
と
な
く
し
て
、
武
力
を 

用
ひ
て
歐
洲
の
秩
序
を
破
壤
し
得
ベ
し
$

の
_非
望
_を
，
®
 

す
に
萤
ら
し
め
た
か
ら
,

ぁ
る
。
茬
し
獨
逸
が
武
斷
主
，

篛
の
過
'誤
を
rr

つ
た
ヾ

」

す

れ

ば

ゝ

聯

合

侧

の

多

«

は

苹

第

十

怨(

ー
ニ
八
芄

)

雜

錄

歒

洲
f

和
の
极
本
戗

和
主
義
の
過
誤
に
陷
づ
れ
の
，で
ぁ
つ
た
。
而
し
て
其
辩 

果
"

眞
個
の
國
際
法
を
設
け
.て
"

國
際
的
權
利
に
有
^

 

な
る
制
裁
を
附
典
す
る
が
爲
必
要
な
る
®

«

(f

犧
«
ビ 

を
怠
つ
た
の
で
t

現

に

西

歐

說

强

は

'
世

界

の

自

tt
l

を
回
' 

復
せ
む
と
て
、
人
命V」

金
餞
S

を
水
の
如
く
に
消
费
し
、

つ
、
あ
る
の
で
あ
る
。

.

.

新
し
い
國
際
的
秧
序
の
設
立
は
"

主
^

し
て
聯
合
諸
. 

國
ビ
亞
米
利
加
合
衆
國V

J

の
任
務
で
ぁ
る
。
獨
逸
は
敗
，
 

北
し
て
其
1»

贺
#

Bk

の
夢
を
礼
棄
せ
ざ
る
を
将
ざ
る
に 

至
る
迄
、
.
新
國
際
法
を
承
認
し
な
い
こ
^

明
白
で
.あ
る 

が
ら
、
聯
合
侧
は
先
づ
猢
逸
に
打
勝
た
ね
ば
な
ら
な
い
. 

若
し
充
分
の
勝
利
が
*

ら
れ
だ
な
ら
ば
、
聯
合
諸
國
は
. 

進
む
で
、
觸
逸
を
し
て
遵
奉
せ
し
む
可
く
、
自
由
V
JJE
.. 

理
0'
P

MI
€

を
?#
#

的
形
式
.に
具
體
す
る
こ.

V
J

を
斷
行 

.
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
幸
に
.
»
合
諸
國
は
之
を
實
行
す
る
_
 

が
充
分
：に
ぁ
る

。
ビ
云
.
ふ
の
は
-

佛
蘭
西
i

伊
太
利
の 

發
展
を
促
し
れ
政
治
：土
.の

主

義

は

以

上

の

自
ri
l

V

J
疋
理
， 

の原則致して居る。此

M

則
は
亦
、
ア
レ
„

丨
 

I
贼 

八
ニ



m

十

怨

(

'

二
八
六)

.雜

錄

■.欧
洲
，平
和
の
根
木
栽

ン
'ド
ル
1
'
世
が
一
八
〇
四
年
ビ
ッ
ト
に
.向
て
歐
洲
合
同 

の

提

議

を

し

た

以

來

、
し
露
國
歷
代
の

||

帝

，，が

採

つ

た

：
外 

交
&

策
と
全
然
抑
節
を
合
し
た
や
ぅ
で
あ
る
。
«
國
は 

內
國
に
於
て
未
だ
開
け
て
居
な
い
が
、
是
れ
は
.露
®

®
 

人
に
國
，K-
的
自
覺
の
精
神
足
ら
ず
、
而
し
て
露
皇
.中
心
一 

s
_
T
s
a
r
d
0
3

が
彼
等
を
統
一
す
る
主
要
の
主
義
で
あ 

る
か
ら
で
あ
る
。
.然
し
露
國
人
は
隶
國
主
義
者
で
は
な 

い
。
又
彼
等
の
外
交
政
策
は
觸
逸
人
の
官
僚
的
勢
力
に 

左
右
せ
ら
れ
な
い
と
き
は
、
常
に
開
明
主
義
で
あ
る
。
'

海
牙
平
和
會
議
を
發
起
し
た
.の
も
-
今
の
露
帝
で
あ
つ 

た
。
H

本
は
未
知
數
で
あ
る
。
彼
は
.今
自
ri
l

V

J•普
#

士
. 

主
義
^

の
間
に
彷
惶
し
て
居
る
や
ぅ
で
6

る
か
ら
？
蕊 

數
年
の
ホ
彼
が
愈
々
自
由
の
國
民
間
に
伍
す
る
か
、.
或 

.
は
國
民
主
_
的
潮
流
に
突
進
す
る
か
の
疑
問
が
解
決
せ
一 

ら

る

、

で

わ'ら

ぅ

。
 

•

-
1

 

ニ 

* 

.

此
國
際
制
度
改
革
の
事
業
に
ヽ

北
米
合
衆
國
の
感
. 

す
る
と
ビ
は
肝
耍
で
办
る
。
何
と
な
れ
ば
；、
若
し
國
際

'.
,
M
秦

八

；ニ

「

法
が
世
界
を
支
配
す
可
き
も
の
ピ
す
れ
ば
、
亜
米
利
加 

を
も
含
む
だ
總
て
の
國
民
を
支
配
す
可
き
で
あ
る
o

然 

し
此
の
如
き
は
、
合
衆
國
傅
來
の
政
策
に
對
し
て
非
常 

な
る
變
化
を
齎
ら
す
で
あ
ら
ぅ
。.

I

七
b

六
^

^

八
三 

年
の
革
命
は
當
時
の
拾
ニ
一
州
の
殖
民
が
自
家
國
防
の
負 

擔
を
荷
ぅ

こ

^

を
拒
む
た
か
ら
勃
發
し
れ
0'

で
あ
る
こ
 

と
を
記
憶
す
る
米
國
人
は
極
め
て
少
數
で
あ
る
。
當
時 

'
，
苦

し

英

國

が

暴

虐

で

あ
っ
た
な
ら
ば
、
米
國
は
最
も
大 

切
な
る
自
家
防
衛
の
責
任
..を
識
す
こ
i

が
出
來
な
か
つ 

た
で
あ
.ら
ぅ
。
师

し

て

此

の

如

く

、
.
典

國

德

以

外

の

世 

界
に
對
し
て
は
.何
等
責
任
を
有
せ
ず
i

最
初
か
ら
信
じ 

來
っ
た
俜
說
は
、
其
後
も
絕
へ
ず
米
國
人
の
外
交
を
支 

配
し
て
居
る
の
で
あ
るo

所
が
モ
ン
ロ
ー
敎
典
の
發
布 

は
®
'
米
刺
加
外
交
政
策
のJ

大
轉
進
で
あ
っ
た
。
ビ
云 

ふ
の
は
、
此
の
敎
典
は
歐
羅
&

の
神
®
同
盟
が
他
の
55 

米
利
加
諸
共
和
國
に
對
し
て
攻
擊
せ
む
ビ
す
る
に
對
し 

て
、
米
國
人

を

し

て

是

等

.諸

國

民

の

獨

立

を

保

誰
す
可 

きI

貝
任
を
負
はし
め
た
：.か
ら
で
あ
る
。
併

か

も%

鸾
や

'丨

iL

歹

資

鮮&

や

4

央
SC

米
利
如
諸
國
や
、
幾
其
舟
や 

に
對
す
る
過
去
一
ー
十
年
間
に
於
け
る
米
國
の
外
交
政
簾
，、
 

は
、
何一

層
の
轉
進
を
示
し
た
。
所
が
今
度
獨
逸
に
*
 

し
て
®

實
上
最
後
通
牒
に
値
す
る
•も
の
を
提
供
し
て
、

世
^

.
の
人
道
に
戾
る
と
の
1

*

ょ
办
し
て
商
船
に
對
す
一
 

る
潜
水
艇
戰
の
拋
棄
を
®
求
し
た
る
米
國
人
の
行
動
は
一 

全
然
彼
等
の
國
民
的
傅
說
の
廢
止
を
意
味
.す
る
の
で
あ
一 

る
。
こ
は
取
b

も
® :

さ
ず
i

®

米

利

加

が

惟

米

利

j 

加
大
陸
に
於
け
る
の
み
な
ら
ず
、
廣
ぐ
.世
界
'を
通
じ
'
て

j 

.
武
力
の
支
配
に
反
對
し
.
て

法

雜

の

威

カ

に

味

方

し

た

--
一
 

V」

を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
合
衆
國
ば
即
ち
國
家
の
.權
一 

力
を
超
絕
な 
>

と
す
る
普
啓
士
的
©-

學
を
不
1
!認
し
た
如\ 

何
ど
な
れ
ば
民
治
國
の
主
義
に
&

實
な
る
米
國
は
、
人

| 

間
の
權
利
が
國
家
の
權
利
に
超
越
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
を| 

看
取
し
た
か
ら
で
あ
る
。

.

此
辦
に
關
す
る
精
神
は
ナ
ッ
セ
ッ
ク
ス
猇
_
沈
後
發
せ 

ら
れ
れ
米
國
の
通
牒
：̂
に
明
か
に
見
は
れ
て
居
る
；

ィ 

ル
ソ
ン
大
統
領
は
明
か
に
潜
水
艇
が
無
差
別
に
商
船
を
,

笫

十

卷

(

ニ
一
八
七)

，雑
錄
歐
洲
平
和
の
#'

ホ
義
.

»

沈
す
.る
を
停
.if

：
せ
む
と
苦
心
し
れ
の
で
あ
る
。
其
れ 

は
潜
水
艇
戰
が
管
•た
に
米
國
人
の
生
命
財
產
を
危
殆
な 

ら
し
ひ
る
の
み
.
な
^

vt'

、
又
絕
へ
中
非
戰
B

員
の
生
命 

を
奪
ひ
•、
剩

ベ

公

海

を

し

て

文

明

世

界

の

堪

へ

雛

し

と 

す
る
無
.法

残

虐

な

る

戰

場

た

ら

し

‘む
る
か
ら
で
あ
る
。
 

大
統
領
は
有
ゆ
る
芋
段
を
端
し
て
»

®

i

折
衝
し
れ
る 

後
、
復
び
本
に
立
歸
つ
て
、
之
が
使
用
は
人
間
の
權
利 

ビ
矛
盾
す
る
が
故
、
合
衆
國
は
交
戰
諸
國
が
其
潜
水
武 

器
の
充
分
な
る
利
用
を
認
諾
す
る
こ
ビ
が
出
來
な
い
旨 

を
宣
言
じ
た
。
然
る
に
米
國
A

は
何
處
迄
も
之
を
遂
行 

し
や
ぅ
す
る
i

遂
に
は
戰
爭
を
誘
ふ
可
き
大
統
領
の
此 

.
の
政
策
を
支
持
し
た
の
で
あ
る
。
之
に
引
き
換
へ
て
»
 

逸
政
府
は
頻
々
ど
&

つ
て
來
る
米
國
政
府>」

の
紛
讲
に 

對
し
て
、
明
か
に
唯
だ
獨
逸
國
家
の
利
益
ば
か
り
を
考 

へ
つ
S

あ
つ
.た
:0

獨
逸
政
府
は
、
明
か
に
一
園
が
他
蘭 

に
對
し
て
勝
利
を
得
る
と
云
ふ
最
大
目
的
に
資
す
な
も 

の
な
名
ば
、
如
何
な
る
#

入
道
な
る
手
段
を
採
つ
て
も 

其
，
.れ
は
决
し
て
不
芷
當
で
な
•
い
ヾ
し
信
じ^

o

隨
て
合
衆

第
九
號
 

八
三



纸
十
#

2

ニ
八
八〉

雜

M

欧
洲
平
祁
の
.极
水
義
.

固
の
干
涉
を
以
て
獨
逸
の
敵
方
.の
爲
に
す
な
依
依
な
4.
. 

嫉
妬
的
の
行
動
で
あ
'
る
ど
倣
し
た
？
所
が
雨
國
に
於
て 

此
の
紛
#

を
國
際
法
の
裁
定
に
任
せ
た
の
で
、.
事
は

f

 

層
紛
糾
し
て
來
.た
。
（

其
れ
は
吾
人
が
上
に
述
べ
た 

如
く
、
本
來
此
秫
の
間
題
ビ
は
關
係
の
な
い
法
雜
に
訴
一
 

る
の
で
あ
る
か
ら
％
徒
ら
に
紛
糾
を
大
き
ぐ
す
る
の
み
.\ 

で
あ
る
0

然
し
領
の
恶
點
は
極
め
て
明
お
で
あ
る
。
合 

衆
國
は
公
海
に
於
け
る
人
間
0

權
利
を
主
張
し
て
居
る 

が
"

獨
逸
は
苟
く
も
國
家
の
爲
に
な
る
場
合
に
人
道
を\ 

蹂
»

す
る
を
得
る
は
國
家
の
權
利
で
吻
る
ヾ」
主
張
す
る

I 

の
で
あ
.
る
。
か
く
て
合
衆
國
は
國
際
關
係
が
法
律
に
依\ 

，
て
十
乂
配
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
主
義
を
固
守
し
れ
。
而
し
.
一 

て
其
の
主
義
を
辯
謎
せ
む
が
爲
に
は
隨
分
戰
續
も
行
り
一 

力
ね
な
い
風
で
わ
つ
た
。
彼
は
今
唯
だ
一
步
を
進
め
て
.
 

^ '

法
ヵ
嘗
た
公
海
の
上
の
み
な
ら
す
' 

.陸

上

に//
>
.
け

る 

諸
1

段

.の
行
動
を
も
支
配
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
ど
に
同
意 

を
a

へ
、
而
し
て
英
國
人
が
一
九
一
四
年
八
月
四
日
白
ギ 

. ¥

義
屮
立
の
蹂
酬
せ
'
ら
れ
仅
爲
、
以
來
戰
ひ
つ
、
あ
る

第
九
號 

八

py

恰

度

苘一

主

義

を

主

張

す

可

き
で
6

る
。

r

i

f
.

.

以
上
菩
人
の
所
言
を
盡
し
た
所
で
、
結
局
最
大
の
櫞 

任
は
英
國
人
の
肩
上
に
落
ち
て
來
る
の
で
あ
る
？

®

_

 

が
地
球
上
到
る
處
に
散
茌
す
る
が
故
と
政
治
的
に
發
達 

し
て
居
な
い
數
多
の
人
民
が
彼
等
の
配
下
に
®
し
て
屈 

る
が
故
ビ
、
海
上
權
を
制
す
る
彼
等
は
國
際
法
を
腐
行 

す
可
き
最
も
有
力
な
る
動
力
を
左
右
し
得
る
が
故
か
&
 

L

て

也

等
.は
-̂

茨
0

改
造
に
方
ク
て
^

ら
重
.耍
な
る 

役
を
浈
ず
可
き
特
殊
の
責
任
を
負
ふ
て
居
る
。
英
國
人
. 

は
一
世
紀
以
上
に
；旦
て
、
人
類
の
四
分
の；

に
對
し
て 

又
世
界
の
重
も
な
る
海
洋
じ
於
て
、
法
律V

J

秩
序
i

を
-
.
. 

維
持
し
來
っ
た
。
彼
等
は
旣
に
茲
權
防
鐵
の
爲
、
大
戰 

に
加
は
つ
た
か
ら
に
は
、
今
ビ
な
つ
て
其
大
義
を
拋
乘 

す
る
事
は
出
來
な
い
9

云
ふ
迄
も
な
ぐ
、
彼
等
は
進
む
. 

て
犯
の
间
货
國
協
力
し
て
、
全
®
界
に
對
す
る
眞
個 

の
國
際
法
を
設
定
す
る
事
に
怒
力
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

^
が
く
英
國
人
に
落
ち
懸
つ
‘て
來
た
負
»

は
極
め
て
®

,

い
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
幸
に
も
英
國
人
は
一
日
增
し 

に
過
度
な
る
個
人
主
義
ど
平
和
主
義
の
病
か
ら
癒
b

つ 

、
あ
る
。
此
ニ
個
の
主
義
こ
を
、
多
年
の
問
、
彼
等
を 

し
て
條
約
の
尊
勝
を
保
つ
爲
に
は
斷
然
た
る
決
心
に
出 

づ
る
の
必
要
に
窗
目
な
ら
し
め
、
斯
ぐ
て
遂
に
今
冏
の 

_

邻
を
惹
起
さ
し
め
、
刺
へ
戰
爭
を
有
效
に
行
ふ
上
に 

も
重
も
な
る
障
害
ど
な
つ
れ
の
で
あ
る
。
彼
等
は
.現
に 

漸
く
權
利
は
義
務
の
後
に
來
る
も
の
で
6

る
、
8

由
は
. 

.自
我
の
主
張
に
因
て
生
せ
ず
、
吾
人
が
自
か
ら
作
つ
れ 

法
律
に
服
從
し
て
公
典
の
爲
に
勤
勞
し
て
後
始
め
て
享 

受
せ
ら
る
る
も
の
で
あ
る
事
を
會
得
す
る
に
.
至
つ
た
。

の
實
驗
は
吾
人
に
向
つ
て
、
菩
々
が
自
か
ら
法
#
 

を
造
&

自
か
ら
政
策
を
左
右
す
る
J

を
得
る
炎
國
の
政
. 

治
糾
織
の一

曆
價
値
あ
る
こ
1

を

敎

へ

た

の

で

あ

る

.が 

一
方
に
於
て
、
利
己
主
義
者
が
ロ
癖
の
や
ぅ
に
人
生
の 

描
的
は
個
人
を
法
#
の
束
縛
か
ら
解
放
す
る
に
在
る
ビ 

か
、
或
は
他
入
の
勤
勞
に
對
す
る
義
務
か
ら
免
除
す
る 

に
在
る
ど
か
放
言
し
て
居
ft

、
其
放
言
の
虛
装
は
今
度
.

第
十
#

2

二
八
九)

錄

'
 

欧
洲
平
和
の
根
木
.親 の

戰
饼
に
依
て
全
然
證
明
せ
ら
れ
れ
の
で
あ
る
。
戰
帮 

は
實
に
國
家
を
人
民
の
上
に
超
越
せ
し
む
る
幻
想
か
ら 

歐
务
巴
を
®

&

し■つ
/
*

あ
る
ば
か
り
で
な
.い
。

戰

^

は 

又
實
に
個
人
を
社
會
の
上
に
花
り
ど
す
る
幻
想
か
ら
英 

國
の
K

主
主
義
者
を
f

_
せ
し
め

つ

、

あ
る
。B

r
i
t
i
s
h

 
| 

c
o
m
m
o
n
w
e
a
l
t
h

は
決
し
て<

2
!

然
に
成
長
し
れ
も
の
で 

\

は
な
い
。
' 

其
れ
は
各
市
民
の
最
大
義
務
は
公
典
の
利
益 

一
の
爲
人
说
が
與
り
作
つ
れ
法
律
を
遵
舉
し
て
>
他
人
の 

爲
に
盡
す
に
在
る
こ
と
を
充
分
に
認
め
た
*吾
々
の
先
覺 

|

者
'
'に
依
て
建
設
せ
ら
れ
れ
も
の
で
わ
る
。
®
界
的
法
律 

\

の
治
世
も
亦
獨
り
で
に
到
來
せ
ぬ
で
あ
ら
ぅ
。
世
界
0
 

\

少
數
人
士
が
斷
然
總
て
の
國
民
を
裁
判
し
總
て
の
國
民
. 

|

を
檢
束
す
可
き
法
律
を
編
成
し
て
、
長
い
平
和
の
期
間 

-

に
於
て
、
如
何
な
る
國
も
利
己
の
目
的
の
爲
、
敢
て
之 

に
違
反
す
る
能
は
ざ
る
_
ゃ
ぅ
該
法
律
の
背
後
に
武
力
的 

制
裁
.を
與
る
決
心
を
し
て
、.

茲
に
始
め
て
此
の
如
き
治 

世
が
到
來
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
此
の
如
き
法
律
の
威
力
は 

英
國
人
の
援
助
を
俟
た
伞
し
て
は
行
は
れ
な
い
。
苦
し

谘
九
號 
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欧
洲
平
和
‘の
极
本
賴

英

國

人

の

努

力

ば

か
6

で
出
來
な
い
ま
で
も
、
彼
等
の 

t

力
か
其
成
功
に
缺
く
可
ら
ざ
る
こ
ビ
は
云
ふ
ま
で
も 

な

い

。
國

際

的

統
一

と

；中
和
の
希
^

は
實
に
今
囘
の
戰 

#

に
於
け
る
英
國
人
の
忍
耐
^

、
其
れ
ょ
り
もI

層
戰 

後
に
於
げ
る
彼
等
の
聰
明
な
政
策
に
懸
る
の
で
s

 
o 

(

姓

以
下
數
段
に一

旦
っ
て
英
本
國
i

其
四
大
殖
段
地
 ̂

の
關
係
を
今
後
如
何
に
改
革
す
可
き
か
、
印
度
帘
國
及 

び
#

王
領
殖
说
地
の
處
分
は
如
何
"

英
國i

全
然
楚
等
■ 

の
殖
民
地
を
®

立
せ
し
む
可
き
か
、
抑
、
又
從
來
の
銃 

治
を
改
め
て
滞
然
た
る
英
吉
利
帝
國
を
龃
織
す
可
き
か 

恶
し
英
帝
國
の
改
造
を
企
つ
るV

J

せ
ば
、
今
囘
の
戰
讲 

終
結
は
實
に
千
載
一
遇
の
好
機
曾
に
非
る
炉
是
等
諸
間

題

を

ば
r

C
u
r
t
i
s

P
r
o
b
l
e
m

 

o
f

 

t
h
e

 

0

0

9

1

m
o
n
w
e
a
l
t
h

を
參
照
し
て
筛
切
に
論
じ
て
居
る
け
れ
ど 

楚
等
は
寧
ろ
英
國
内
治
の
事
に
®
す
る
か
ら
割
愛
し 

た)

。
:

I

四

今
囘
の
大
戰
は
善
摇
北
ハ
に
多
く
の
隱
れ
れ
る
事
柄
を
_

桀
九
號 

八
六
、

暴
露
し
た
0

併
し
餘
事
は
間
ぱ
す
ビ
し
て
、
從
來
英
W
 

利
帝
國
S

し
て
世
界
に
知
ら
れ
來
つ
て
居
る
け
れ
ど
ゾ 

其
性
質
上
吾
人
は
寧
ろB

r
i
t
i
s
h

 

c
o
m
m
o
n
w
e
a
l
t
h

ビ

f 

ぶ
を
適
當
ビ
す
る
一
大
M '
- a

がr
.

明
々
地
に
世
界
に
反 

射
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
 

B
r
i
t
i
s
h
n
o
m
m
o
n
w
e
a
l
t
h

ti
. 

內
外
の
淺
»

な
る
觀
察
«

に
依
て
、
往
々
誤
解
せ
ら
れ 

て
居
る
。
之
を
以
て
充
分
な
る
計
畫
に
成
つ
.た
も
の
、匕 

云
ふ
卷
も
ゎ
れ
ば
、
否
’

貪

愁

ビ

野

心

の

結

合

で

あ

"る 

e

評
す
る
#
も
あ
れ
ば
幸
運
な
る
地
理
的
境
遇
の
産
物 

で
あ
る
と
說
く
者
も
あ
る
。
然
し
是
等
の
言
は
何
れ
も 

當
つ
て
居
な
い
。

B
r
i
t
i
s
h

 

C
o
m
m
o
n
w
e
a
l
t
h

は
實 > 
卜
其 

圈
內
に
於
け
る
凡
て
の
人
挞
に
自
_

を

碯

保

し

"

荷

ぐ 

も
適
當
に
行
使
す
る
こ
ど
を
得
る
有
ゆ
る
市
说
に
政
治 

上
の
責
任
を
分
つ
こ
i

を
其
最
大E

的V
J

す
る
英
國
憲 

法
に
忠
順
な
ら
し
む
が
爲
、
結
合
せ
ら
れ
た
る
人
民
の 

1

大
f t

會

で

あ

る

。
而

し

て

苟

く

も

公

：中

な

^
心
を
以 

.

て
英
國
の
歷
史
を
硏
究
し
た
漭
は
w

€

 

c

o

m

B

g

- 

w
e
a
l
t
h

が
幾
多
の
變
遞
を
經
來
つ
た
け
れ
ど
ノ
槪
し
て

義
15111|

_
_
5
.
_
£
-a
l
i
--l-l
i 

-
三HI 

.

其
貴
往
あ
る
人
々
が
立
國
の
基
礎
た
る
大
主
義
に
忠
實
. 

で
わ
つ
た
が
爲
、
而
し
て
人
間
に
取
つ
て
極
め
て
f
f
i耍 

な
る
權
利
s

tf
l

を

與

ヘ

だ

が

爲

"

發

生

し

れ

事

を

看

取 

す
る
で
あ
ら
ぅ
。

一
世
紀
以
上
に
亘
つ
て
英
國
は
人
類 

の
四
分
の
一
に
對
し
て
、
自
*

ビ
^
和
ビ
並
び
に
自
炉 

ら
進
展
す
る
機
會V

J

を
與
へ
た
。
彼
は
現
に
歐
羅
匕
に 

自
出
を
囘
復
せ
む
が
爲
、
努
力
し
て
居
る
。
之
を
遂
げ 

た

暁

世

界

全

體

^
,
ば

芷

嗡

な

る

法

#

の
支
配
の
下
に
置 

い
て
此
大
戰
の
狻
を
善
く
す
る
大
事
業
に
對
し
て
"

彼
. 

が
恐
ら
く
最
も
1|
'

も

な

る

役

を

演

ず

可

き

は

明

白

で

あ
 

る
。
此
大
業
を
成
さ
む
^

す

る

に

は

"

勢

ひ

自

家

の

政 

治
組
織
を
も
改
造
す
る
に
至
る
で
あ
ら
ぅ
。
是
れ
は
實 

に
大
變
な
事
業
で
.
あ
る
け
れ
と
、
又
得
難
き
好
機
會
で 

あ
る
。
吾
人
を
し
て
®

々
英
國
人
が
先
見
の
，明
を
欠
き 

決
斷
に
乏
し
き
が
爲
、
此
の
如
く
吾
々

に
落
ち
來
つ
た 

责
任
を
來
れ
す
能
は
さ
る
が
如
き
こV

J

わ
ら
ざ
ら
し
め 

よ
。

(

完)

♦

佛

國

戰

時

の

食

料

問

題
0
1

)

— レ幸

I
I

肉
類
.

目

次

,

戦
前
に
於
け
る
肉
類
のS

见
主
義
I

聞
戦
後
の
肉
類
消
费
額
の 

增
加
-—

艰
滕
川
の
肉
輸
入̂—

^

類
の
輸
入
税
賧
Jh——

家
嗇

.

の
诚
少
-
-
-

早
殺
禁
止令

''—

家
^
の
內
容
趟
化
-
-
-

肉
似
の

|]
1

货——

肉
M

の
制̂

|

市
昝!̂
^

販
赍
所
の
開
設

I

K

冏
へ 

の
肉
類
供
給
I

最
初
の
先
敗
I

政
府
の
糊
助—

阀
偵
の
近 

況̂
-
-
騎
改
舉
築
。

佛
國
は
戰
前
に
於
て
は
穀
類
の
場
合
i

同
じ
く
肉
類 

に
就
て
も
®

足
主
義
を
採
つ
て
居
つ
た
。
外
國
產
の
食 

用
家
裔
並
に
肉
類
を
輸
入
す
る
こ
ビ
は
戰
時
に
於
け
る 

肉
類
の
供
^

を
危
ぅ
し
^

叫
に
於
け
る
農
民
の
利
益
を 

害
す
る
も
の
ど
し
て
特
忆
農
民
社
會
の
反
對
す
る
所
と 

f

1

肉
類
の
輸
入
を
姐
止
す
る
2
1
的
を
以
て
平
、
' 
虑

铱

十

怨

(
一

ニ
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雜

錄
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怫
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戰
時
の
食
抖
蘭
抵
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